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下関市豊北町学生交流ワークショップ 

＆海ごみゼロ！ロボット・ビーチクリーン！ 

報告書 
 

一般社団法人 BC-ROBOP 海岸工学会 

事務局 

 

＜活動報告＞ 

 山口県下関市豊北町角島大浜海岸、阿川ほうせんぐり海浜公園海岸で海岸清掃において

ＩＯＴ技術のロボット自動走行型運搬やドローン撮影の AI 画像分析などを活用した活動を

展開し、若者の海岸清掃への関心持たせ、コロナ時代における海岸清掃イベントの有り方を

模索し、大学生を核としたウィズコロナ対応の海ごみ対策活動行った。 

豊北町過疎化・高齢化により海岸清掃ボランティアが足りなくなる地方の難題解決を目指

して新しい技術を利用して子供たちが海岸清掃して一緒に遊び、ロボット科学に興味をも

って親子で自然のすばらしさ、海の有難さを改めて認識して『響灘の海』の環境問題につい

ても考える機会を作りました。 

 

１．下関市豊北町学生交流イベント 

行事名：豊北町学生交流ワークショップ＆海ごみゼロ！ロボット・ビーチクリーン！ 

場所：６/25 日(土）豊北町生涯学習センター 大ホール 

  ：６/26 日(日）阿川ほうせんぐり海浜公園（海水浴場） 

主催：一般社団法人 BC-ROBOP 海岸工学会 

海ごみゼロ維新プロジェクト実行委員会(TYS テレビ山口) 

共催：阿川地区振興協議会、だるま堂、角島ジェラートポポロ、九州大学大学院工学 

   研究院環境社会部門 清野聡子研究室、九州工業大学社会ロボット具現化センター 

   長崎大学ながさき海援隊、一般社団法人 maiPLA 

後援：下関市 

参加：九州大、九州工業大、長崎大、下関市立大、水産大学校、 

      下関北高校、豊北中学校、豊北小学校、地元親子住民・・ 

参加人数：総数約 390 名 

ごみ回収量：角島大浜海岸 ごみ袋 50 枚以上 

      阿川ほうせんぐり海浜公園（海水浴場）ごみ袋 50 枚以上 

 



2 

 

 

実施広報資料：チラシ、ホームページ、Facebook 等 

 

活動内容資料：豊北町学生交流ワークショップ 

 

下関北高校 JRC 部発表 

 

豊北中学校中村君発表 

 

交流会会場風景 

 

下関市立大学発表 

 

九州工業大学発表 

 

九州大学発表 
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活動内容資料：海ごみゼロ！ロボット・ビーチクリーン！ 

 

阿川ほうせんぐり海浜公園 

 

角島大浜海岸清掃 

 

阿川浜ほっくんと一緒 

 

子どもロボット教室  

ドローン操縦教室 

 

阿川浜閉会式風景 

 

 

２．地元豊北中学生の活動報告 

豊北中学校メンバーは海岸清掃活動を頑張っています。 
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３．地元下関北高校活動報告 

私たちは、下関北高校の開校をきっかけに、学校が一丸(いちがん)となって様々な形で地

域に貢献(こうけん)する活動を行ってきました。 

 

 

角島大橋 20 周年記念イベントハロかぼ装飾、下関市前田市長と一緒の点(てん)灯式(とう

しき)には発表して受賞した先輩方、ほっくん、せきまるも参加して行われました。 

ハロかぼタワー、１００個のランタンが見事にライトアップされ幻想的(げんそうてき)な

夜となりました。 
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４．九州工業大学社会ロボット具現化センターの発表 

最新今年開発の「漂着ゴミに関する DX 化プロジェクト」説明する。 
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５．一般社団法人 maiPLA 学生の発表 

環境に対する直接的＆「環境×教育」関節的アプローチを進める。 
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６．大学生学生討論会 

テーマ：「身近な SDGｓの取り組み」について大学生４０名がこれからの世界を見据えた

SDGs について議論をしました。 

テーマの課題は３つ！ 

・あなたの身の回りにある課題はどんなものがありますか？ 

・その課題に番号を付けるとしたら SDGs の何番を付けますか？ 

・その課題を解決するためにどんな取り組みができますか？ 

身の回りの課題を発見し、どのように解決していくかを一つの道筋にした討論！最終的に、

各グループから宣言してもらうような形で終わり、とても有意義な討論会になりました！ 
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7．イベント開催の反応 

TYS 山口テレビニュースを 2 日間宣伝すると反応は Instagram が多くかつ十代の子どもが多

かったです。 

オーディエンス地域オーディエンスの反応順位は神奈川県、東京都、大阪府、福岡県、千葉

県、兵庫県、静岡県、広島県、岡山県、沖縄県、長崎県、山口県❣大都会の子ども達が興

味持って貰えました。 

親子で参加した母親感想： 

「子どもと一緒に分別のこととかいろいろと考えていきたいです」このイベントは、日本財

団が推進する「海と日本プロジェクト」の一環として行われ、清掃活動を通じて大学生が

地元の人たちと環境問題について考えを深めました。会場では、自走しながら AI で落ち

ているゴミを見分けるロボットもお披露目され、将来は広い範囲のデータ収集に活用され

るということです。参加した大学では地元の人とともに環境整備に取り組んでいきたいと

しています。 
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＜事業成果＞ 

参加学生らは、久しぶりの交流イベント企画運営に、非常に意欲的に活躍することが出来

た。また、海の問題点の抽出や改善案等も自ら課題を見出し、さらに新たなフィールドで挑

戦を始めている。 

学生らが意欲的たる所以は、同じ目的に向かう玄界灘沿岸仲間として思いを受けとめ、能

力を信じ、学生主体の活動が行うための支援を大学や地域関係者、行政が組織としてバック

アップして貰えたことです。学生らは、自身の思いを尊重し後押ししてくれる地域コミュニ

ティ、今回のような主体的な活動を推進する学生らの海の取り組みを、今後の多世代教育モ

デルとして推進してほしい。。 

 

＜今後の課題＞ 

玄界灘の離島海岸清掃作業の中で最も厳しい３Ｋ作業であるゴミの海岸線に沿っての運

搬をロボットに任せ、ボランティアの重労働を軽減しようと方法を研究していますが海岸

の強い潮風や砂浜、海水といった特殊な環境の中で回収した漂着ごみの運搬を代替する新

らたな安価なロボットの開発、ゴミ運搬の自動化と省力化を実現できる精巧なロボットを

安定して起動させるためには、より一層の工学的な技術向上が求められている。運用時には、

専門的な知識が必要となることから、人材の育成と人員配置等の検討が必要である。 

 

 


